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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，人々に対して，生活習慣病およびメンタルヘルス問題を予防する態
度変容および行動変容を促すために，ソーシャルマーケティング方略の一手法である健康ブランディング・アプ
ローチを用い，その評価を行うことである。本研究では，ヘルスプロモーションの普及を超えて，人々の態度変
容および行動変容を行わせるために，従来の医療一辺倒からマーケティングに移行することを強調している。ブ
ランディング・アプローチを用いた研究の結果，健康行動について人々の知識，受諾，および行動意図が改善さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to apply and evaluate the health branding 
approach as a social marketing strategy that promotes the attitude and behavior changes in order to 
prevent the lifestyle-related disease and mental health problems. This study emphasizes the 
importance of transformation from conventional medical care approach to marketing approach to 
enhance attitude and behavior changes for people, beyond dissemination of health promotion. The 
results showed that knowledge, acceptance, and intention to health behavior were improved by this 
branding approach.

研究分野：応用健康科学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在，我が国において，国民医療費に占める生活習慣病の割合はきわめて高い割合を占めており，一方，うつ病
や不安障害など，いわゆる気分障害を中心とするメンタルヘルス問題は職域，学校，地域，家庭において多くの
損失を与えている。従来から，これらの問題について，予防行動の症例が行われてきたものの，人々の態度変容
および行動変容にいたるほどに効果をあげていない。本研究では，健康ブランディングの手法を用いて，従来の
医療一辺倒の情報提供からマーケティングを用いた普及啓発を行い，その効果を検証した。
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1.研究開始当初の背景 
 生活習慣病罹患による影響は，いまや，国民医療費の約 3割，全死亡者数の約 6割を占めており，大き
な社会的負担となっている。予防に果たすライフスタイルの変容はきわめて重要とされている一方，従来
型の情報伝達型・指示型ポプレーション・アプローチは人々の態度・行動を変容させるほどに十分機能し
ていない。明らかに，行動変容を意図した新しい情報伝達方策が求められている。 
  
2.研究の目的 
 心身の健康阻害については，従来から医療情報の提供や指示型のポピュレーション・アプローチが行わ
れてきたものの，人々の予防行動を実践させるほど効果を示していない。本研究の目的は，ソーシャルマ
ーケティングの中でも，健康ブランディング・アプローチを用いて，人々の予防行動への認知度を高め，
行動変容を生じさせることを目的にした介入研究を行い，その効果を検証することであった。すなわち，
生活習慣病予防に果たすライフスタイル変容行動についての推奨情報を，医療を中心とする指示型の知識
伝達からマーケティングを用いた行動変容型の情報伝達にパラダイムシフトし，「売りやすい（行動を開始
させやすい）」健康づくり戦略を創成することを目指した研究を行った。 
 
3.研究の方法 
1）平成 28年度の研究 
 平成 28年度では，生活習慣について，1）指導者および対象者を対象にフォーマティブ・リサーチを行
い，2）普及・啓発のための「スモールチェンジ」リーフレットおよび「スモールチェンジ新聞」を開発し，
同時に 3）ブランド測定および普及・介入・募集に関わる質問票の開発を行った。 
2）平成 29年度の研究 
 平成 29年度には，職域・地域において，事前調査を行い，その後介入・地域・事業所にリーフレットを
はじめとするブランディング介入を実施した。  
3）平成 30年度の研究 
 事後調査を実施して統制地域・事業所と効果の比較を行った。  
① 事後調査（介入後 1年） 
 地域・職域とも介入・統制群に健康ブランド測定調査および普及・介入・ 募集に関わる質問調査を実施
し，地域・職域とも介入・統制群の比較を行った。 
② フォーカスグループ・インタビューの実施 
 地域・職域とも介入群のメンバーを対象に，ブランディング介入の内容について各 2 グループの調査を
行った。  
③ まとめ 
 平成 30年では，平成 29年に開始したブランディング介入について研究手法による評価を行った。その
内容は，ブランディングの原則に基づく評価はもちろんのこと，ブランディングの効果として普及・介入・
募集の効果検証であった。 
4.研究成果 
1）平成 28年度の研究 
①健康ブランド「スモールチェンジ」のブランディング要素を構築することを目的としたフォーマティブ・
リサーチ（認知や行動に関する事前調査） 
 健康ブランド「スモールチェンジ」のリーフレットおよび新聞の開発に伴うフォーマティ ブ・リサーチ
では，対象を指導者（地域:埼玉県ときがわ町保健センター健康づくり担当者・保健師に分け，上記それぞ
れの所属から若者，中年，高齢者ごとに 5グループのフォーカスグループ・インタビューを行い、年齢 層
に相応しいブランディング要素の内容確認を行った。 
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②ブランド・リーフレットおよび新聞の開発 
 リーフレットの表面には，ブランディング要素を盛り込み，特に従来行われてきた標準型健康づくりと
の差別化を明確にする。リーフレットの裏面には，年齢層別のフォーカスグループ・インタビューで調べ
た若者、中年、高齢者の 3群それぞれで実践可能なスモールチェンシジ活動の紹介を行った。また，「ポジ
ショニング」の原理および，スモールチェンジの使い方，および標準的な健康づくりとの違いの記載を行
った。 
③健康ブランド測定尺度および普及・介入・募集質問票の開発 
 Evansら(2015)が開発した 7因子の健康ブランド・エクイティ尺度を基に、「スモールチェンジ」エクイ
ティ尺度開発した。さらに，ロゴ・キャッチコピーの認知度、健康行動の実践度、各種教室・行事への参
加度の測定方法の検討を含む普及・介入・募集に 関わる質問票の開発を行った。 
2. 平成 29年度の研究 
1）対象者 
 埼玉県ときがわ町においては、同規模の介入地域および統制地域を設定し、無作為に 50戸ずつを，一方，
職域としては，全国健康保険協会岩手支部に加盟する同規模の介入事業所および統制事業所の従業員各 60 
名を対象にしてブランディング介入の効果を検証した。  
2）事前調査 
 健康ブランド測定調査および普及・介入・募集に関わる質問調査の内容を決定するため，事前に地域お
よび職域に対して聞き取り調査を実施し，それらの内容に応じて質問票を開発した。  
3）ブランディング介入 
 地域・職域とも，介入群に対してスモールチェンジブランド・リーフレットを核に，関連イベントやグ
ッズの提供を加えたブランディング介入を実施し，介入地域および介入事業者は，統制地域および統制事
業所と比べて，有意に高いブランド認知，受諾および行動意図の得点が高かった。 
3. 平成 30年度の研究 
①事後調査（介入後 1年） 
 普及・介入・ 募集に関わる質問調査の結果，地域・職域とも介入群が統制群と比べて有意にブランド測
定（認識）が高まり，行動意図が高くなった。 
②フォーカスグループ・インタビューの実施 
 地域・職域とも介入群のメンバーを対象にブランディング介入の内容についてフォーカスグループ・イ
ンタビューを行い，特にブランド認知が大きく，記憶に長く残ることが示された。 
③まとめ 
 平成 30年では，平成 29年に開始したブランディング介入について研究手法について全体評価を行った。
その結果，ブランディングの原則に基づく評価はもちろんのこと，ブランディングの効果として普及・介
入・募集について効果が見られた。 
 
<引用文献> 
1 文科 太郎、文科 次郎、○○の研究、助成ジャーナル、2 巻、2016 、70-85 
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